
幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業

成果報告会

北海道教育庁学校教育局義務教育課
幼児教育推進センター
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交流学習で、
みんなで一緒に作った飾りが、
入学式に飾ってあって

嬉しいな♪

先生、休み時間にみんなで
リレーあそびやってもいい？
自分たちでやるから！

生活科で捕まえた生き物を
育てるために必要なことは
自分たちで、もう調べたよ！

交流学習で、他の園の
お友達とも仲良くなったよ。
４月からみんな一緒で

楽しいね♪ 交流学習で、小学校には
何度も来てるから、
教室やトイレの場所は
分かっているよ♪

年長さんとの秋祭りに
招待状を書いたらどうかな？
洋服を作ったら楽しそう♪
やりたいことがいっぱい！

嬉しい！楽しい！安心！がいっぱい

自分たちで考えて、自分たちで行動できるよ！

--
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幼児教育の質を高めて、基盤づくり

【よこの連携・協働】

保育を工夫したら
子どもが生き生き！
次はどんな工夫を
しようかな？

他園との交流で、
気付きがたくさん！

卒園児が頑張っている姿
を見れて嬉しい♪
もっとよい保育をして
いきたいな！

子どもが楽しく遊んで
いる様子を見ていると、
保育者も嬉しい♪

幼児教育への理解を深めて、円滑な接続

【たての連携・協働】

５歳児は、いろんな
ことができるんだな！

園でやってきたことを
まず子どもに聞いてみよう！

子どもがやりたいことを
実現できるようにしよう！

一人一人の子どもの力を
信じよう！

子どもの力ってすごい！

※文中における「子供」の表記は、道教委において「子ども」に統一しているため、
以降の全て「子ども」と記載しています。
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人口 4,646人（2024年12月末現在）

・公立保育所 ３園（首長部局所管）
・公立小学校 ３校
・公立中学校 １校
・道立高等学校 １校

人口 4,059人（2024年12月末現在）

・公立保育所 ３園（首長部局所管）
・私立幼稚園 １園
・公立小学校 ４校
・公立中学校 １校
・町立高等学校 １校

えりも町

佐呂間町

，
 

． 
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保育所でカリキュラム！？

新たなカリキュラムはなぜ必要！？ やることが増えるのは･･･

架け橋期のカリキュラムを作成したら、各園のよさがなくなるのでは？

忙しいのに、みんなが集まることはできるの！？

など

． 
． 
． 
． 
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つながろう！
教育委員会が主導し、連携・協働体制を構築

架け橋期のコーディネーターを配置．． 
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えりも町

【構成員】幼児教育施設長と小学校長

・方針を基に、現状と課題を整理し、架け橋期のカリキュラムの
方向性を決定

【構成員】
幼児教育施設の保育者と
小学校の教員

・子どもの姿や各園・校の
保育及び教育活動を基に、
架け橋期のカリキュラム
の内容を協議

【構成員】
教育委員会、町関係部局、幼児教育施設、小学校、
有識者（大学教授、医療関係者）、PTA

・架け橋期のカリキュラムの開発に向けた方針を
決定
・架け橋期のカリキュラムの実施・検証に向けた
支援を検討・実施

｀りも町幼小接続円滑化推進会

町民生活課

課長

保健福祉課

課長

学校教育課

課長

社会教育課

えりも町校長会

外部有識者

（医師 ・大学教授）

PTA代表者

町立保育所
（中央、えりも岬、庶野）

所長 保育士

: __LL_----------------] 
： 私立幼稚園 i 

（光の園） ！ 
園長 教諭 ‘!
’ ’  ’------------------マー―・-・------------------J

えりも小学校

校長 l 教諭

ぶ孔検討会議

姦，ll贔 ．
りーキンククルー7

会議

幼小接続アドバイザー•町教委

笛舞小・えリも岬小・庶野小
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佐呂間町

【構成員】
教育委員会、町関係部局、幼児教
育施設、小学校、中学校、高等学
校、有識者（大学教授、幼児教育
施設長）、PTA

・架け橋期のカリキュラムの開発
に向けた方針を決定
・架け橋期のカリキュラムを分析、
検証等

【構成員】
幼児教育施設の所長・保育者と小学校の校長・教員

・各地域の特性や子どもの実態を踏まえて架け橋期のカ
リキュラムの内容を協議

保健福祉課

課長

管理課
参事

外部有識者

（大学教授 ・認定こども固長）

佐呂間小学校PTA会長

佐呂間高等学校長

佐呂間町保小接続カリキュラム開発会議

ワーキンググループ
（佐呂間地区）

佐呂間保育所
所長 保育士

佐呂間小学校
校長 教諭

Iワー＆む訊―プ II

若佐小学校
校長 教諭

若佐保育所
保育士

ワーキンググループ
（浜佐呂問地区）

浜佐呂間小学校
校長 教諭

l 

浜佐呂間保育所
保育士

保小連携コーディネーター • 町教委

佐呂間中学校長
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架け橋期のコーディネーターの取組

基盤づくり
・幼児教育施設及び小学校への訪問
・幼児教育施設と小学校の現状・課題の把握・分析
・架け橋期の教育や幼小連携・接続の重要性についての理解の促進

架け橋期のカリキュラムの検討・開発・実施・検証
・架け橋期のカリキュラムの様式や項目等を開発会議で提案
・ワーキンググループ等の企画・運営
・幼児教育施設と小学校、幼児教育施設間の連絡調整
・幼保小合同研修会や幼保職員合同研修会の企画・運営
・他園の保育や小学校の教育活動について情報提供
・架け橋期のカリキュラムの進捗状況の把握・分析
・幼児教育施設と小学校の保育及び教育活動への助言

保護者や地域住民へ発信
・通信の発行
・小学校の１日入学等で架け橋プログラムについて説明

信頼関係
一緒に学んでいく姿勢が大切

関係者の
共通理解

コーディネーターの難しさ

経験が
ない教育
への助言

コーディネーターとして大切なこと

●‘ 
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理解を深めよう！
幼児教育と小学校教育への理解を深める

幼児教育の質向上への理解を深める．． 
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幼児教育と小学校教育への理解を深める

保育及び授業参観

【佐呂間町】

保育参観後は、子どもの姿を基に協議 ＩＣＴを活用し、リアルに気付きを共有

保育及び授業参観に行くことが難しい先生のために動画を作成

【えりも町】

【佐呂間町】

協議を通して、
幼児教育施設と
小学校が連携し、
子どもの学びを
接続することの
重要性について
共通理解が図ら
れました。

保育参観による
気付きを即時に共
有できるため、新
たな気付きが生ま
れたり、参観する
視点が深まったり
することにつなが
りました。

５歳児と１年生の担当以外の先生
も、保育及び教育活動について理解
を深めることができるよう、架け橋
期のコーディネーターが幼児教育施
設と小学校を訪問し、動画を作成し
ました。
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幼児教育と小学校教育への理解を深める

幼保小合同研修会

・各幼児教育施設と小学校の保育及び教育活動等に
ついて交流しました。

・道教委幼児教育推進センター「園内研修用オンデ
マンド教材」等の動画を視聴し、幼児教育施設の
保育者と小学校の教員で、幼児への関わり方等に
ついて協議をしました。

大学教授等による講話

グループ協議

【えりも町】

当初は、「何をするのか分か
らない」といった戸惑いがあり
ましたが、講話を通して、架け
橋プログラムの具体的な内容に
ついて理解を深めることができ
ました。

【えりも町】
◆藤女子大学教授 吾田 富士子氏
「架け橋期の教育の充実・
幼保小の引継ぎの工夫について」

◆道教委指導主事
「小学校の生活科について」

【佐呂間町】
◆文部科学省初等中等教育局幼児教育課長
「『架け橋プログラム事業』について」
◆千葉大学名誉教授 天笠 茂氏
「０歳から18歳までの教育の連携
～幼児期から青年期への学びの架け橋～」

参加者同士で、日々の教育に
対する思いや悩みなどを交流し
たことで、日々の実践の振り返
りにつながりました。

グループでの話合いは有意義
な時間であり、現場での思いが
つながっていき、とても実りあ
るものでした。

研修会の回数を重ねることで、
さらに「知りたい」という興
味・関心が強くなりました。

実際に集まって直接話すこと
により、幼児教育施設と小学校
との距離が縮まったように感じ
ました。

教職員が、子どもたちの「知
りたい」「学びたい」を止めな
い声かけや指導、活動が必要だ
と感じました。

幼稚園 保育所

小学校
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幼保職員合同研修会

・幼児期に育みたい資質・能力とは？
・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿とは？
・環境を通した教育とは？

【えりも町】

幼児教育の質向上への理解を深める
幼稚園 保育所

スタートは
幼児教育の
基本の確認
から

動画を見て
保育者の
援助を
学んだり

互いの園の
保育参観
を通して
刺激を
受けたり

自園の保育
に他園の
よさを

取り入れて
みたり

先生の
つながりが
子どもの
つながりに

えりも町の
保育者
みんなで
話したり
考えたり

町内の幼児教育施設がつながり、
保育について話し合うことで、

自園の保育の振り返り・改善につながりました。
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話し合おう！

架け橋期の
カリキュラムの
作成に向けて
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えりも町

えりも町で設定した
めざす子ども像と
目標とする資質・能力

えりも町の子どもの実
態を踏まえ、幼保小で
検討し、２つの重点を
設定

小学校では、生活科を
中心に行事等との関連
を意図的・計画的に

発達の段階や個に応じ
た配慮事項

令1115年属 えりも置子青て金停蠣想（グランドデザイン）

今 日の時代に対応する「知 ・鶴 ・体の調和の取れた教青」

めざす子ども像

考える子思いやりのある子 たくましい子

C囀織・置鸞 e・青鰈糧 ③生糠揮壽
④•慶安金 ⑤凰裏 ・ 馳II <Bl鼻殷●●
⑦景霞看 ・園体 ・■fl●■<8>11人情•

●●晨Un● ●書力．●●

心 I~識安 1 ::月|竺|E!:IピE|:笠|E臼
環力 膏カ・表現 懇度 上への ●

●璽•

---
えりも町 r攀け編随力1JキュラムJ--------------
彎える子・●いやる子・た＜宣しい子

目標とする
資質・能力

① 基磯的・基本的な知識・技能

④ 課題を解決する思考カ・ 表現力

⑦ 主体的に学習に取り組む態度

② 道徳的価値の理解

⑤ 道憶的な判断 カ・心情

⑧ 道 憶 的 な 実 践 意 欲 と 態 度

③健廉•安全の知識·技能
⑥健慶•安全の諜題解決の患考カ・判断力
⑨鍵康の保持促進•安全と体力向上への意欲・襲度
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• e 鸞的な遍鑽
（お便')、 HP、電鰭、＊R鯰胃疇）
•金校鬱●e、.J..轟戴 ． 行畢の鑢力

●●竃的な遍揖（お優リ,HP、電鯰、軍重鯰属電）
・全校●●●、 PT屯鵬｛麟子レク、霞輯＊）、ff事の協力

•日露的な過楓

（お●''· "'． 電•‘ ......,
・なわとび●會、金校参●B.

行・の協力
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佐呂間町

主な協議テーマ

 参観した保育の素晴らしいところ

 先生方の関わり方
・子どもの「気付き」や「言葉」を引き出す働きかけ
・先生の働きかけの意図

 育みたいさろまっ子の姿
 育みたいさろまっ子の姿に向けて、先生が援助や指導
において心がけていること

 さろまっ子架け橋カリキュラムの「学ぶ力」
～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりにして～

 園・小学校の「環境の構成」
・思いっきり諸感覚が発揮できる環境づくり（工夫している
こと）
・子どもの生活や学びの安心・心の安全～ギャップを少なく
する教室づくり、時間構成

 さろまっ子架け橋カリキュラム全体に関わって

 各地区の保小の子どもの交流活動について

＾ ヽし～一 9 .. - - - , -

I 

乙(/)“`玉戸心訂 ． 
心 I 指導上0配慮事項

□： 」 ー： ：lーニ；nこ：：自立IU

類n ‘竺←→ 協同性
” “ がS4• 

‘̀ 9 9 ~ h 9 

た＾

絹以9

`
 
L
 

学
ぷ
力

〖
四

lー祈
動・資
冑
兒
押
の
場

（庫届
患

~

＊ 
9 9,.., 

こ399•9 

：＇三号論 • 
亡 ドで玉一り 国
二で二二］ 国
Iぼ翫1| *- [ 

( ―̀・ 
＿ 砕らコ l 

-,-.一

愕一尻の••口；• 足 口：］：庄

鵞塵との

i携9月1

'-ar 「置U," 約に自ら主加に1わる力 ("’""L • I史 ・ 1Jカ ・ 9ln砥I~」， 棗桟a：担世竺サ

鉦●間各嶋●では

”‘lヽ干ども●土の交遭・遭び磁 じ ＇鋼）生活尋ffりおもちゃ．七夕交遣会．中休みや拿節の行事を生かした交潰●などl

＂冑 所で11 | ` l中直では [_ J 
佐昌閾では ●過償さこっとで『子どもの保青・敷青債輯」を伝え．共囀する（（鰐）1

佐呂間で12

貪19鱗事での冑ちの姿を共囀する10歳乳幼児～18鐵攣での冑らの肇l9禰）（（鋼）1
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佐呂間町 さろまっ子虹の架け橋アプローチ・スタートカリキュラム

保育所の遊びや活動を通して
育まれている資質・能力が、
目で見て分かるよう工夫

各教科等の単元を通して、
どのような資質・能力を
伸ばしていくかが、
目で見て分かるよう工夫

【色付き矢印】２つのカリキュラムのつながり

【番号】保育活動と各教科等との関連

【各項目】活動内容やテーマ＋資質・能力

心の安心基地づくり

※丸叡字は吊瀾用資哀（鰯蜘）の爵号です＾

認め合い、励まし合える子

％丸窃字ロ"'"'甲冑臼（解約店）の累疇で可

第 I期（寧傭期〕

：：詈！巴藝竺t竺却言已竺；
灼気な衡9をmでも、青みましょう l枝全な誦 ・順． 蹟 •95ルール精ばりましょう nfと切層をよく鼻＼て馴積飩燻几ましょう

字返る● 卒員式 ・繹了式

→舅造） 浮びのプロセス栢活かすR

：：こ百；；二言二；；；：R|塁戸二言ご言二言＇ブ
? •9加｝子れも胃士磁直活働 ～11小帽互の11日～「遊ひや、ふれ合いのある交翼后I」「学びのある交流」 r小学校研妍］の様子 ・学校環損 ・児1に出会う」交器などを実樋する． R 

ぢl :: t::;?;•:1:口::亡鸞「ご：？ご；：ごっ III::;：：：：し 1：：ごば：：l「滋匹：笠守ふ？誓の
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佐呂間町 さろまっ子虹の架け橋カリキュラム解説版 援助・指導のポイントを
分かりやすく解説

さろまっ子虹〇袈け橋アプロ!!!!!!Jチカリキュラム［鰯識匿l|

アプローチカリキュラム 第 1期（準傭期）4-5月□三已三ここ｝
活動内容 カ リキ ュラムの解説（＊子どもの姿 ◎援助例）

丘 • • • 1 0 の姿
9i I•••iHi1わil潤II

番 号 : r~蜘終りりまでに肖ってほしし＼ 10 の登J
・・・保育指針

紐宇
女絵本や物語なとに襲しみなから、お語や表珊の面白さを 上目： 註麟l:Jる伍紅

(IX乏：）

味わい、想鐵をふくらませながら楽しもうとする。
言葉②③

◎豊かな言葉や表現に興味 • 関心がもてるよう、 気付きや

投げかけ、問いかけなどを通して援助していく。 |霧”'〉
遍び・

女遊びや日Rの生活の中で、心動かされるような体験•経生サ舌
R 艶をした時に、それを輯しい人に言葉で伝えたくなる。
（言薫） 女友だちと思いを出し合い、伝え合いながら遊びや活動に

取り組もうとする．
◎幼児の話しや思いを閾き取り、友達同士で自由に話せる
雰囲気や心の交流の場を作るなど援助する。

El皿
⑧ 

や行事の同会、発表などをし

だり、当番をしようとする。

,、 ーレヨン、マーカー、色鉛肇、 .......-...~vJ...。u,......←シ
上 註lj砧埠‘鉛や ＜持ち、●こうとする。～3指での持ち方を発運に合わ

筆記具 せて、段鼈的に身に付ける
口 ：葉⑩

⑨ ◎発達段階を踏まえながら、徐勾に ｀ 
ーしい持ち方ができるように、「持 ＂， 

I •Ha > 万体操」などを交えて少しすつ
に付くよう援助する。

道びや
女生酒や遵びを遍して、戴への●心を袴とうとする。

生活 綱） •人の数 ： ドッヂポール、鬼ごっこ、 花いちもんめ，
渇鼈える •鞠の数 ：カルタや ト ランプ、拮み木、玉入れの数
⑰ おやつの数などを数えようとする。

女燿●蜻などを遍して、生きものを大切に青てようとする．
例） ジャガイモ ・タマネギ ・にんじんなどの作物苗植え、

燭譴培 l 水遣りや平取りを楽しむ。～天候や季節を考え、成

（菖璽え） 長を見守りお世話活動をしながら、 生きものに親し

⑲ 
みを感じ、命を大切に竃てようとする。

饗•ti 1 絵本①屯）

餘＊①【前期】I

絵本や物語、紙芝居などに親しみながら、・かな

言や喪珊を身に付けていきます．

子とも達は語られた物語の世界を昧わい、物語の

の中の豊かな表現、日本語のリズムや芸きの面白さ

など、美しさに気づいたり、感性を揺らしながら共

感する刀を身につけていきます．

餘＊③【後期】I

絵本や物語などの読み聞かせを通して、読んでも

らった絵本や物語に特別な親しみを感じるとともに、

絵本や物歴の世界を想懺したり、自分の体麟と煕ら

し合わせたりして、●かな言藁や表環を暑に付けて

いきます．

さらに、 「お話大好き ！」 「自分でも絵本を読ん

でみたいな」 など彎語に闘する舅味•闘心や知識の

匹（蠅面の犠子や豊蠅人鞠の行動、霙持な農闘

を予漏する力など）小学校の国11の力に必璽な学び

の芽が、自然な形で子ども遍に青まれていきます．

ワンポイント

共通の視点
「言葉による伝え合い」， 

＋この時期の子ともに「読みの芽生え」が見られるようになります．長いお話では、

前回のあらすじを伝えるなとのエ天もできます．

【活動例J 聞く (IIりかけ）

圃く～ 眉りかけやおほし1

子どもは安心や信頭関係を基盤に、保育土や

友達の言葉や話に興味や関心を持ち、自分から

共感を持って聞くようになります。

（参害ミネルヴァ書房 「発逹No.173」)

共通の視点

「言葉による伝え合い」

【滉面J朝のお話、活動の説明、素話、先生や友還との言葉のやり取り等

の池、ペープサート、バネルシアター、人形劇 など色々



18

佐呂間町 さろまっ子虹の架け橋カリキュラム解説版

さるま9子置0架け橋］スタート庸リキュラム［鯛議腹
スタートカリキュラム第 I期〔準備期〕 4月～6月

解説
●学びのフロセスを生かしだ指当のポイントや参考例
＊・・・教科畜 ＊・・・学習指尊要領

【活動自漂］闘いたり、読んだりして、感じだことを友遍 上 註I：滋埠I

や先生に伝えよう。
●知らない物語に対する「興味 • 関心」 「共感する力」を引き出 匝卜d

しながら、読み聞かせ、感想を伝え合う、》
【単元及び活動内容】
＊おはなし ききたいな ＊こえにだしてよもう
＊はなのみち ＊つぽみ
＊おおきなかぶ 他

教 活簡限目

科番号

国

．っも
①
②
③

畠

うそ匿
④

＇ 
語

科

［活動目標】 経験したこと•思いや誉えを伝えよう。
理由を書えて言ってみよう。

● 「遊び」の要素を生かしながら楽しく伝え合う。

側 「おはなしカード」等の活用

［単元及び活動内容】全霞填
＊はるがきだ
＊なんて いおうかな lニメ？う一

＊とうぞよろしく ぢj『森r.t>.
＊わけをばなそう他

員こう
⑨ 

【活動自漂】相手を見て、うなすきながら闊こう。
内容をつかんで感想をもとう。

● 「共感しよう」とする特徴 （特長）を生かし語りかける。
【単元及び活動内容】
＊よく きいて、はなそう ＊わけをはなそう他

＊

）

 

拿
》

⑰

沐曇
聾

則

’

⑪

H
@
 

峙

就

算

数

科

匝…酎こと・胃くこ

と7`ォ
...l 

書孟うI[【活動自標乃唸窃；豆認悶忠澁翡為

]l言言こ二
【：：：：ば塁竺竺以□」活「:~~~はこて学。 ロ

云：こ茫［三：：：えさ呼ながら暉をつくる． ID 

「読もう」① 関連②

【単元名】「おはなしききたいな」

配当時間 2時間（読むこと領域②）

｀ ｛単元の目1票J 読み閻かせを問いて楽しむ

◎読吾に親しみ、いろいろな本があることを知ることができる。（知 ・技(3)土）

0文豆の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつことができる。（思 ・判 ・

表 C(1)オ）

濱応するさろ拿つ子アブローチカリキュラムの●暑J③ （①｀ ②、④）

璽点③ ：拗児期の活動経験1

物語の展開を想像したり、巨分の体験と照らし

合わせながら読み問かせを固こうとする．

※学習活動例としては 「年問指弓計画」 を参照下さい。

｛景1Jヽ 撞績の複点J● 「前緩鵬、安心 」

スタート時の児望達は、保育所時代に、長い期問継続して保育士による数多くの絵

本に触れ、豊かな「読み聞かせ」の経験を璽ねている。

①子ども達には共感力や業団と自己の思いを璽ねて物梧の展開を体惑していく感性が

育まれている。この単元では、幼児期に培われた豊かな訊み聞かせ経験を生かした

I,¥。

②子とも達は読みたい絵本を皆で選択するといった攪会も経ており、ここでも「選択

の機会」を与えることで、幼児期に培った 「自発性」や自己の興味 • 関心に至づい

た 「主体性」を引き出したいところである。

｛発問例

① 「保育所の時は、どんな素敵な本に出会いましたか？」

② 「その本のどんなところが好きだった？」

※請欝は時間が許す胴り多くの児璽に発表させる欄会を持ったり、

耳いの慮想を共青持つ爆面を大切にしたい．

（「こくご 1年上」光村図香より） 屯
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やってみよう！
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実践のサポート

【佐呂間町】

架け橋期の
コーディネーターが

先生方の保育・授業づくり
をサポート

架け橋期のカリキュラムを基に、「何を」
「どのように」実践するかを架け橋期の
コーディネーターと先生が一緒に考えました。

先生方の取組のよかった点を価値付けたり、
実践のポイントを取り上げたりしながら、実
践サポート資料や架け橋通信「さこっと」を
通して、取組の共有を図りました。

【えりも町】

幼児期の子どもの特性や幼児教育施設
の環境を踏まえながら助言を行い、小
学１年生の教室環境の整備等の準備を
先生と一緒に行いました。

個人のロッカーは
園と同じシールで
安心！

１学期は重点的に授業参観を行い、「子
どもの姿」や「幼児教育とのつながり」
を視点にしながら、学級担任と授業を振
り返り、改善・充実を図りました。

各園の様々な実践を他園に情報提供し、
保育実践の改善・充実を図りました。

架け襴1111の気付きを渫める （織き ） ～保小のつながりを意識した実践③～

生 活科の 気 付 き を 生 か す 「なゼ、何、どうやって」 1

① 問いづくり

② 予想・方法 （テーマ r?」)

③活 動

匹例）黒板のウェプマッピングなど

【9．どんなことがてきる？Jおみせ、レストラン、あそびば（発想の広がりが原動力）

【2.どんなおみせにしたい？J

子ども r先生、 こんなふうにしてみたいな一• J

先生rそれはいいね．じやあ、どうやったらてきると患う？J（1 

-詞 （今日の大発見、気付き、思った

rじやあ、今日のみんなのアイディアを発表してみようか？J(~ 

寧 り返り（いくつかをピックアップしながら） 1

［内容iii)

•今日の授業て分かったこと rなるほど一•J r こうなんだ—•J

・斬しい不思議 rどうして00?」rなんだろう？J

・今度やってみたいことたんどは00したい」

〔スキルの発揮iii〕〈コミュニケーションの力の観点）

•みんなの方を見て話せました。

・大きな声て話せました． etc. 

（わくわくタイム）～学校攪檜

今口の並び方、廊下の通り h、チ沈いほ、 トイレ柑導などの生活に'/'I熟する払礎

訓練が、人耳なペースになって、この後は少しずつ、徐々にわくわくする「学1交の

探険」に発展し．約びついていきます．

これから予定されていることと思いますが、この後の生活科にあるように、わく

わくする学校ぽ検では驚きや発見などが1l1です．そういった 「どさどさ」の仕掛けI〔萱校～輯のおひさまタイム ）

の問いは、「保叩所とJu1が迫うんだろう？ 」「なぞや追いを見つけてみよう ＇」FLヽ9l力' 0朝の準備「手順書」と上級生のサポート （～参観できずに残念でしたが）

新しいこと発見した？」「困ったこと見つけた？」「佐呂問小のいいところ見つけ

た．，」 「どうやったら正しく使えるだろう？」「 緒に与えてみよう 」という部分が

テーマになります． 佐呂間小学校全体の協力体制があっ
そんな中で．少しずつ考えさせながら 「主体的な守び ・自ら学ぷ」ことに次第1こ

移行しながら、教師が触発していくことになります．（架It椙期の特長の発揮・) て、 6年 生 の お 手 伝 い が あ り 、 1年 生

そして、発見したこと（①学校生活に係わるflJIJl法や仕組み ②先生方の役割

への気付き ③あいさつ ・自己紹介 ④籍設の数や形、役割 ⑤校内掲ぷのメッセ
も 安心 して「一人の初日 」 を スタート

ージ ・芯味⑥牛'/'Iゃ遊びへの楽しみ ⑦安令面などで必だなことな とう にっいて さ せ る こ と が で き た も の と 思 います〇

圃
「ドl-A l;』11:‘..l?l. j 

科
て 手順害もイラスト入りで行き 届

いて素睛らしいですね。

口{]

r 

9 : 1 , .  9 9 

11111一冒l
9 9 ~.'‘鼻i・ 9,

'',, 

-...-- . 

r 



幼保小交流会に向けて、
幼児教育施設と小学校の先
生が一緒に取り組むことで、
より一層連携が図られ、架
け橋期の教育の充実を一緒
に進める意識の高まりにつ
ながりました。 21

幼保小の取組

【えりも町】

幼保小交流会

子どもたちは、小学校
へ入学することへの期待
が高まりました。複数の
園が参加していたので、
年長児同士のつながりも
生まれました。

机と椅子の高さが分
かったり、トイレの場所
や使い方が分かったりす
るなど、子どもたちが小
学校の施設を知ることで、
安心感につながりました。

幼保小交流会では、幼
児教育施設と小学校の先
生が、５歳児と小学１年
生の子どもの姿を見るこ
とができるため、架け橋
期のカリキュラムの作成
につながりました。

５歳児は
お客さん？
５歳児も
ねらいが
必要

どんな
交流会に
したいか
子どもに
聞こう

共通の
ねらいを
設定しよう

交流会の
遊びが
楽しくて、
園でも
やったよ

園・小で
交流会
について
一緒に
考えよう計・

霞饂鳳塁日
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架け橋期のカリキュラムを作成
したことで、幼児期に必要な遊び
や体験、活動に十分に取り組める

ように、保育を柔軟に構想し、
実践することを目指すようになり
ました。

22

幼児教育施設の取組
架け橋期のカリキュラムの「先

生の関わり」を踏まえ、子どもた
ちが、自分から「やってみた
い！」という気持ちを表出できる

ように、「待つ・促す・問
う・見守る」などの関わり
を大切に保育を行うようになりま
した。

【佐呂間町】

先生方の
声から

幼保交流会
を始めたり

子どもへの
関わり方を
変えて
みたり

【えりも町】

一人一人の
子どもが

もっともっと
楽しく遊べる
ように！

一人一人が
やりたい
遊びが

できるよう
環境を工夫
したり

幼保小
交流会を
振り返って
保育に

つなげたり

us=1 

へ乙
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小学校の取組

先生方の主体性を高めるために、スタートカリキュラム
プロジェクトチームを発足
【改善のコンセプト】
・１年生学級担任が手元に置き、毎日開きたくなる。
・日常的に活用し、１年生学級担任の拠り所となる。
・幼児教育と小学校教育の「ゆるやかな接続」を意識。
・「活用編」（毎日必要）と「資料編」（時々確認）に
分冊

スタート
カリキュラム
を改善
したり

【えりも町】

スタートカリキュラムの存在が大きく、安心感をもって
指導をすることができました。
スタートカリキュラムに基づき実践すると、スムーズに

指導することができました。

これまで以上に、子ど
もの発達の段階やこれま
での育ちを生かして、目
の前の子どもの姿を捉え
るようになりました。

【佐呂間町】

幼児教育施設での遊び
を通した学びや、アプ
ローチカリキュラムにつ
いて理解を深めておくこ
とで、子どもの興味・関
心や特性を生かした課題
を設定したり、関わり方
を工夫し自信をもたせた
りするなど、指導を工夫
することができました。

幼児教育施設の活動と
のつながりをより意識す
るようになり、年間指導
計画やスタートカリキュ
ラムを見直すきっかけと
なりました。

「育てたいさろまっ子
の姿」「スタートカリ
キュラム」「幼児期の終
わりまでに育ってほしい
姿」を意識するようにな
り、子どもの多様性を尊
重し、一人一人の違いを
受け入れながら、指導や
支援に反映させています。

教師の指導が
変わったり

・小学校が教育のスタートではな
いことを確認

・校務分掌に「幼保小連携担当」
を位置付け

校内体制を
整えたり

【えりも町】 一人一人の
子どもが

もっともっと
自己を発揮

できるように！

園での活動
との

つながりを
考えたり
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折り紙を折って
過ごしている。
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保護者や地域住民に向けた取組

【えりも町】

【佐呂間町】

通信等による
周知・啓発

・１日入学や入学説明会でメール登録をしてもらい、
入学準備等の情報を連絡

・春休み中に保護者が担任に相談できるよう、 ４月
１日に学級担任を学校ホームページで発表

保護者の
不安解消

に向けた取組

【えりも町】

這のこ：祖らとi:T貰99i冒員夏瓢
.: - ... — • — - - - - 【比呼： 佐ま紐竺乞·；~ 課護者の皆様へ ～斬入学を迎えるお子11の「安心 • 安全」を璽ーに～

1 自胃を搾だせましょう

えりもしゃくなげ
・行ボ教●長川'松笑 KDlめ←2→5蕊

hun:IIm言． 1のnemm lしJpI鯰 99m/
k下9h“’•西 99日 H 卜 4Hh1卜 h9● l

いよいよ 1年生へ,~雰特むゞ ？を
保青所の年畏さん遠は間もなく小学校への入学を迎えます．それぞれの学校や地区では

「保冑所 ・小学校の交流学誓」や「ー8入学Jが行われましだ．保育所で思いっきり遥び、

学び、大きく成畏してきた年侵さん遁も．もうすぐ 1年生です．

袷望に胸をふくらませ．保育所で学んだ多くのことを大切に、小学校生活でもぜひ生かし

て、持っている力を思いっきり発揮してほしいと思います．

保斉所と小学校の架It悦 ～交流学醤と一B入学の様子～

I纂コr7ロヶ，9曹im9

偏賣l'lrと小学校＂ 「零び書つeぐ』

虹の架直カ リ キ ュ ラ ム か ス ク ー ／ 、 し 茨 す o 0 
保竜所年長と小学校1年生の2年間の子とも遺の咸長をよりスムーズにつなぐための 「さ

ろ拿っ子肇It●カリキュラム」（敦膏課程）への敗り組みが4月からスタート （試行） しま

す．これまで約7ヶ月をかけて、保竜所の先主万や9J9学校の先生万で知恵を絞つて作って

きました． ;:;:;ロー千"'’が1 ≫l 
小学校では、保育所でのf遥びを

通しての学び」から「敦科ごとの授

藁」に変ります． しかし、決して

「ゼロからのスタート」ではありま

せん．

これまで保育所でたくましく育ん

できだ力を十分に生かし、楽しく学

んで欲しいと11つています． ¢ ．： 

「曇冑青でも、みんなと一檸遍んでこれたから大丈央だよ．」「一つずつ．ゃnることを増やして

いけばいいんだよ．」「閾遍っても艮いんだよ．」なとと、我が子を信して自邑を汚たせましょう．

? Illったら．究生に 1
＂目つだと きや分からないことがあったら、いつでも費年1'劃いてみてね．」ということを伝えて、

子ともの賃持らを安心させだいものです．

3 帽学胴の呼斉

淀歩で通零するお子さんの鳴合 「―-tt事や・"...してから董ろうねJなとと●や眉囲の安

全なと、一つ一つ11かめながら、リおくはご一鱚に、安全な通字を敦えたいものですね．

• "-砥「遍

1ご家庭との運携につい寸 虹の架心カリキュラム。 Q

佐呂11111111の「架け溝かJキュラム」は、保謹者 ・地1員の皆Ill/::運渭して、お子1l1の譴やか

な爾ちや学びを見守りたいと弓え 「家庭との運携」を各時期でまとめています．第!JUIと第

nJUIに当たる4月～9月の連渭として、「早寝阜起き覇 ご飯・トイレJ「子どものI9をよく聞い

てあげましょう」ということ等が攣げられています．

先すはスタート． 子ともの生活習慣や心の安心 • 安全墨地をご家庭と学校で連渭しながら

一緒に作っていきましょう．

:!~I：1に 1::;:ii1:::；：言ぶ

Iさろまっ＋ブつ人リンの力 4月のコミュニケーション1

r子どもの誌E9 を一杯閲きまし ょう！

4月は変化が多い月です．年中さんは年畏さんになり．

もう保肖所のリーダーです．そして｀年畏さんはいよい

よ 「ピカピカの1年生」となります．
たくさんのお兄さん、お姉さんをはじめ多くの

¢ がと出会い、子とも遍にとって喜びと不安が入

ュ＾ り交じる季節．ご家庭ではその日の出来事ぽ竜室
• や敦室では前の日なとの 「子ともの話」を一杯、一

誓 杯聞いてあlブたいものですね◆

コ●これまでの取鑢

orうl継ぎ』、小学校入学に当たっては、各9lヽ
学校が幼児教打施設と人学前に、幼児期の様

子などを聞く引継ぎを行っています。

0『学校行本等で交成』、各小学校では、例え

ば、運動会や学習亮表会に幼児が参加する企

涵をしています．また、3学期には入学前の

体人学を行っています．

0『先生方の交涎』、小学校では年に数同、先

生）Jが保育所や幼稚図を訪問し、幼児の姿を

兒学しています．また訪合いをする機会を

設けています．

●謀題

〇全国的に「小学 1年生が学校生れに適応でき

ないために1問題行動を起こす．いわゆる 『小

lプロプレム』が大きな課題となっています．

〇子どもの活動の中心が 『遊び』から 『学びJ

に移ることから、集団行動が取れなかったり

いじめにつながったり、不立校になるケース ● 『小↑ブロブレム』の言藁の重疇について

などが見られます． 0この打桑は、中学生が人学時に起こる「中 l

.lll!樗される取艤 ギャップ」と同様に、小学 1年生が人学勾に

〇北涵逍教存委J]会では、幼小接続の允実を図 新しい棗境になじむことが叢しい状況に陥

るため．令和4年度から 3年間、文部科学行 っている時に使われ、『小 lプログレム』と

が遺める「架It濯プログラム」の妍究を受け 言われています。

て研究を深めることとしました．当町はその ●もうすでに幼児轍冑篇設と学校の研究が震

指定地域となったところです． められています．

●今畿のえりもの研寛宴賎 〇各小学校では、子どもたちの『遊び』から『学

〇えりも小学校が中心となり、保f所、幼帷I● び』 に移行する9•，期の 1なめらかな活動」を
と連携し妍究を進めていきます． II指し、 1&f所や幼稽濁との話合いや見学な

〇特に、えりも小学校はスタートカリキュラム ど、忙しい中ですが研究実践が進められて

（幼児期の年長後半と小学校人学的の計画）を います．
一歩進め、年長始めから小 1年終了までのヵ 04))18Hには、えりも小学校で参観日が行わ

リキュラム ≪スタートプログラム』）を作成 れましたが、中央保百所の北村所長と年長の
し尖践を行います． 担任だった99阪先生、光の園幼帷1●の川村副

〇写真は、4月18日、入学間もない児童が．楽 園艮、森先生が 1年生や2年生から6年生を

しそうに学習に参加している様子です． 参観しました。先生方は、卒園後の子どもの
楽しく学んでいる姿を参観し、

ホッとしていました。

やわ 心 ～未来を担うえりもの子の学びのため1こ～
← 「えりもの子はえりもで育てる」

tY~̂`̂-・ーらるこ えりも町
● 、幼保小架け橋期プログラム

架け橋期とは ？

5織児から小学校1年生の

2年 間 を 澤 け構期」と

いいます。生涯にわたる学び

の生活の暮肇をつく るために

重璽な時期です。

スタートカリキュラムについて

幼児閏の学び●小学校へつなげます
（ゆるやかな11鱗）

幼児讀青纏殴では r遍びの中での学び」

小学校では r教科●の11●を過した学讐」

になります．這びから学詈へと生活が査わ
●●で起こる r'Jヽ1プロプレム」を鱗溝す

べく、安心してスムーズ1こヽ Jヽ 零校生活を過

ごせるよぅ rスタートカリキュラム」を作

咸し厩繰んでい●す．

~10の姿を育む～

幼保小「あきまつり」交流会

幼保小架け橋期プログ―

事業について

和 4年～令和6年の3年間、北濤道版幼）

青スタートブログラム事戴の指定地域と し

取11111l始。幼児11111こ培った轟議を小学校へI
なげます。子どもの青ちが逮切れることな

く青まれていくよう『カリキュラム」づくり

を通してつなげていく駁組です。

生酒の遺れの可複化．

a];：内沿：出ば翌：
るように、暴編には写真が貼られて
います．また戴籍にも幼帷■・保冑
所で雙っていたシールを貼ることで
わかるよう配慮されてい●す．

’
 

えりも町のめざす子ども像

・考える子

・思いやりのある子

・．たく ましい子

えりぢ町教＇日員釜 ：
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振り返ろう！
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えりも町

架け橋期カリキュラムの重点項目について振り返り

ワーキンググループ会議で検証

【保育者の声】
・子どもたちへの声かけを意識するようになった。
・子どもたちの自信の付き方が変わってきた。
・担任同士で保育について語り合い、保育内容が変わってきた。

【小学校教員の声】
・幼児期に培われてきた協同性が発揮され、みんなで一緒に
なって学習に取り組むことができている。

・自分の思いを言葉で伝え合い、子ども同士での助け合い、解
決をしようとする姿が見られる。

道教委幼児教育推進センター「幼小連携・接続の
チェックシート」を活用し、取組の進捗を確認

【令和６年２月】

【令和６年７月】

・ピンク 実施済・成果あり
・黄色 取組・改善中
・青色 未実施・成果なし

幼保職員合同研修会で検証

課題を見付け
改善へ

各園の架け橋期カリキュラムの下に振り返り
を記入し、合同研修会で交流。
他施設からの感想・意見を基に、保育を改善。

架け橋期カリキュラムを基に保育を振り返り、幼児教育施設間で交流

えりも町架け橋期カリキュラムを基に、
各園のねらいや指導計画に応じてカリ
キュラムを作成
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2024年虔 架1ブ溝期カリキュラム

5 醸呪

・得する9と6● 噸えるテ思いやりのある子た＜哀しい子

l ●● 4 S S 7 8 • D 10 1 1 12 9 2 3 

！ I 
，友遍と一繕に遷ぶ極を粛しみなが ・ルールきでりながら、グループでの ・友遁と一繕に共過の目的に向かって駅 反遁とCUゃ活配の中で｀そ

●●侵
ら 攘醗活を過して）しールを守ろう遵びを賽しC り鮒0. れぞれが力を出し8い、協力して

とする． ・件霞l崖鼠や"(1)深まりを慮じて這ごす． 追感を11tわう．

・戻遍ので目分の色えを伝え用手 ・岨手の気阿らや昂いに気付く． •灰遍と思いやえを伝え合い．話し合い 友遁との話しさいがlで、イメ

2軍によ●
のビを鷺こうとする ・ロ分の思いを唱手に0かとように伍 ●受ワ入nる． ージを只賓しながら遊ぶ

●え序＇ える．

| ！ 
子とも連の召びが深まるような這Uができる飩闇や環虞を窪える． ・子とも遷の道Uが窪まるような遷Uができる鰐讚や環膚を鰭える．

，子とものやってみたいヌ拷らに合わせて遭びに心覆なものを用竃する． ・子とものやってみたい気持らに含わせて辺びに0匿なものを用童する．

頃頃 臼分が思ったことを出したり｀友遍の思いを闘いたりする笥閲を十分に ・遍店邊や蘊びを繹りえるよう、只週の目的をもって行＊に駁り絹める時闘

とる． を＂っていく ．

霞運と一譴に四り組む経騒を塁ねてい＂るような活動が出棗る 口境を作る． ・B分から石しかけたり琵喪する環や預還の耗覆を竃＜虞をョnていく．

閏々のエいに可り添い 子`ともが安0して自分の:z:t,Iを出口るようになる． ・ほ々な忠いやきえを言養で伝えSったり．解決していく姿を覺守っていa

●ヽ●の
一人ひとりの覧”色やきえを置11止めてもらっていると冥載でさる軽麟€ む費に厠じてそれぞnの忠い€や介していく．

•099 •nる .g分たらで行勃しようとする姿を受け止めながら．只拷らを只育していく．

・子ども違それぞれの巴いをゆ介し．咀手の巴いや言えにヌ憫けるようにな::, ・小学校生活への期飩が深まるような閏わりをしていく．

，ヽ， 

疇 ；；
琴よ芸孟閲竺芯唸ぢこ訂．：辟ぷ；テー
忠芯：Zぢ‘子只姦笞呑ば．唸品ごぢ；
おぷ

笞
五
隠
iり

．
 

り

．
 

他施設からの

コメント

• いくつもの活動の様子を知ることが
できました。

・運動会の用具の直しは、どんな用具に
どんな直しの作業をおこなったのかな

ときになりました。
• 野菜の種植えで、植える内容を自分た
ちで決めたからこそ、準備や作業にも

積極的に参加し、成長にも関心を寄せ

ているのでしょうね。収穫に向けてや収

穫の時の今後の子ども達の様子も気に
なります。

r 
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佐呂間町

「振り返り表」による検証
・５歳児担任、１年生担任を中心に振り返り表に記入
・振り返り表を基に、管理職、担当、架け橋期のコーディネーターが協議

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿や保小とのつな
がりを意識し取り組んだ程度について
「◎（よく取り組んだ）・○（取り組んだ）」で評価

特記事項を記入。記入内容を基に協議し、指導の充実
につなげていく。

＇ 
][宣
言

力

⑮

四

言

チ

，
．．
 ，
 

D
 

プア

仝
紐
ゃ
薗

J 

ブルが起きた鰭は、 子どもたちの
浚lょやする事●尊響しつ

●ようにして

ちとの日々 の生渚でも区がうまく
ないなど咸長の皇が大きいことも
ゃ99翫りのサポートがが胃•

• ケンカや卜9ブルがあっても息翌且9 .
"●て＇欝惨で＊るよう讐Lていく．

」I
振り返り表第1I期

〔佐呂閻〕保育所

疇 II霧！
6 月 • 7』

5資質・能力 疇 名

::,let'しヽ辺乞ヽ

いを伝え合い経験を広げる
を闘くなど

〈（目りかIt)"・共感しながら闘＜

話 ぉ体験 ・思いを伝える⑥ IO◎◎ 

◎00  

•野菜の栽培の様子を壁新聞にまとめ
て褪示 し、 保護者も子どもたちも見れるよ

うにした，

＊年中か ら全体で話し合うということを続

け、自分の意 見を発表したり、 おともだち

の話吝聞く活動吝統けている。

• 朝の会ではその日やる事を伝え 、 帰り
の会ではその日のふり返りをする。

r＂匹J....びのブセス 葦

デ＼凜言ぷ。）日：巴＇竺〖門与ょ釦
"”ごけでは人m鱒
9つかめない
9ろう l」～動作化
enか、とのように
9、賃潰し● ●●カ

・ション活動（※下

1憲記●カード （襴
：のつながり～●
9とを行っていだ．

9んじよう」では
りの裏瓢は「選

温芦・
9の鯛● （●8 .. 

渭● （●●9J9) 

虹 楽 L心 とい

"'・ "m•") 遍用●を加工し
,nnない●想で作
；重やしていだ．
子訳たらは大●活

涅認雰穿
ンチャー風
丑 ●●に
u ) 

たち咲
ポイノ
細たら

ツがンバ
っヽきり賣

＼ ［よと阿翌はb学びのプロセスを］「澁・:::ご

実践〇振り運り豪【スタートカリ

第11期分〔7・8・9月〕 No.1 

苓にI1()O)姿 I 内容項目 「 ヽ 匝ぷ匹虚つか2つぐら

② ＾ ロ` ~ 展開 ＊＊おおおむすきなびかこぶろりん
言葉の読み取りだけでは人物閾墨 、人物、順序をと＊やくそく

＋ らえよう ＊ うみのか<n虚 他 係と滉面展開がつかめない

言
相手意識 伝わ紅苛 ＊＊すこきんななこことあなっあたによ 他

ー 「 音読劇をやろう！」～動作化

⑥ ［量0[

葉に ~~ : : 

゜
することで 「だれが、どのように

国 話そう したのか」 実 感 、 実 演 し 、 想 像 力
よ

高めよう。
語 伝るる^らヘ

＊ わおけむすをはびなこそう

⑩ 感想・理由 m硝. 9 • 印由を ＊ ろりん ◎ 
え 言おう 他 ＊コミュニ ケ ーション活動 （※下

合 記）

⑭ い ム 主語・述語 主語 ・述 *池‘‘ った

◎ 
＊生活科の 「観察記録 カー ド （横

誓 き ）」 などとのつながり～合
語を見つけて書こう

科 • 関運指導などを行っていた。
＋ 式と計算 運面の紐を見 ＊＊のぜんこぷりではいいくくつつ

⑰ 数 ◎ 
算 円

て｀問題を醗み、多い少ないを考 ＊どnだけおおい
え｀式にしよう

⑪ 
数 図 数の 理 身のまわ *，，..をせいりして

゜
影

りの物の固数は？
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成果と課題
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自治体における成果

・０～18歳を見通した教育を考える上で、町内の各教育
施設が立場の違いを超えて、架け橋期の学びの接続が
重要であることについて共通理解を得ることができ、
子どもの成長を協働して支えていくための組織基盤が
できた。

・保育所の保育士、小学校の教員が架け橋期の子どもの
指導方法やカリキュラムを協働で見直すことを通して、
情報交流の機会をもち、互いの信頼関係を深めるとと
もに、指導力の向上につながる契機となった。

・「架け橋期の教育」を起点に、教育委員会が保護者や
教育施設と子どもの望ましい育ちをともに考え、支援
できる場が増えた。

・「架け橋期のカリキュラム」を作成したことで、保小
互いの保育・教育の姿が見えるようになり、お互いの
活動に対して一層の理解や協力が生まれつつある。

・保小の交流活動を通して、子ども同士がつながりを一
層深めることができた。

・カリキュラムの実践と振り返り協議を通して、保小の
保育や授業などの活動に対して、励ましや支援、コメ
ントや助言をしやすい環境が整えられた。

・本事業に取り組む前は、私立幼稚園、公立保育所、公
立小学校において、１日入学や担当者同士の引継ぎを
行う程度であったが、本事業に取り組んだことにより、
「えりもの子どもを育てる」という同じ目的に向かい、
一体感をもって保育及び教育をすることができた。

・会議や研修会を通じて、私立と公立、施設間の垣根・
立場を越えて連携・協働することができたことにより、
幼児教育施設の保育者同士の交流が深まり、横のつな
がりをもつことができ、保育の質の向上につながった。

・えりも町の強みである小規模な地域という環境により、
各施設と密に連携し合うことができ、より実効性を高
めている。

・小学校入学前に、他の園の幼児や児童との交流会を何
度も行い、互いに知り合うことができたことで入学後
の不安が減り、より安心感をもって小学校生活をス
タートすることができている。

えりも町 佐呂間町

自治体における課題

・幼保小の架け橋プログラムにおける関係部局の役割
・持続可能な取組にするための方策 r 



30

本道の架け橋期の教育の充実に向けて
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北海道の取組

指定地域の調査研究を踏まえ「北海道版幼児教育スタートプログラム」を策定

「北海道版幼児教育スタートプログラム」を全道へ周知

幼小連携・接続担当者研修を実施

センター実施研修において、架け橋プログラム推進に向けた講座を実施

架け橋期の教育の充実に向けた保護者向けリーフレットを作成

各自治体が実施する研修へ幼児教育相談員を派遣

/‘ 

，
 ． 

． 
． 
． 
． 
． 
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先生たちも
保育・授業が
楽しい

子どもたちの学びに
わくわく 楽しいがいっぱい

保護者も安心

地域の子どもが
すくすく育って

嬉しい

幼保小の架け橋プログラムで
幼児教育と小学校教育が円滑につながると

ふし、／

宣， 
＋
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